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(57)【要約】
【課題】フレーム周波数が変化してもユーザが認知でき
ないように、輝度及び色座標を一定に維持できるように
した有機電界発光表示装置及びその駆動方法を提供する
。
【解決手段】動作制御信号に対応して低電力駆動モード
又は一般の駆動モードであるか否かを判断し、判断され
たモードに対応する制御信号を生成するモード判断部と
、走査線に走査信号を順次供給するための走査駆動部と
、データ線に前記走査信号と同期されるようにデータ信
号を供給するためのデータ駆動部と、前記走査線及びデ
ータ線の交差部に位置する画素と、前記モード判断部か
ら供給される前記低電力駆動モード又は前記一般の駆動
モード制御信号に対応してフレーム周波数が変化される
ように前記走査駆動部及びデータ駆動部を制御するタイ
ミング制御部とを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
 動作制御信号に対応して低電力駆動モード又は一般の駆動モードであるか否かを判断し
、判断されたモードに対応する制御信号を生成するモード判断部と、
 走査線に走査信号を順次供給するための走査駆動部と、
 データ線に前記走査信号と同期されるようにデータ信号を供給するためのデータ駆動部
と、
 前記走査線及びデータ線の交差部に位置する画素と、
 前記モード判断部から供給される前記低電力駆動モード又は前記一般の駆動モード制御
信号に対応してフレーム周波数が変化されるように前記走査駆動部及びデータ駆動部を制
御するタイミング制御部と
 を備え、
 前記走査駆動部は前記フレーム周波数の変化と関係なく、前記走査信号の幅を一定に維
持することを特徴とする有機電界発光表示装置。
【請求項２】
 前記走査駆動部は、前記フレーム周波数の変化に対応して以前に供給された走査信号と
現在供給される走査信号との間の間隔を調節することを特徴とする請求項１に記載の有機
電界発光表示装置。
【請求項３】
 前記モード判断部は、一定時間に前記動作制御信号の供給がない時、前記低電力駆動モ
ードに対応する低電力制御信号を前記タイミング制御部に供給し、その他の場合に前記一
般の駆動モードに対応して一般の制御信号を前記タイミング制御部に供給することを特徴
とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項４】
 前記モード判断部は、前記一定時間に前記動作制御信号の供給がない時、現在表示され
る映像が静止画であるか、動画であるかを追加で判断し、前記静止画であると判断された
場合にのみ前記低電力制御信号を前記タイミング制御部に供給することを特徴とする請求
項３に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項５】
 前記タイミング制御部は、前記一般の制御信号が供給される時に第１フレーム周波数、
前記低電力制御信号が供給される時に第２フレーム周波数で駆動されるように前記走査駆
動部及びデータ駆動部を制御することを特徴とする請求項３に記載の有機電界発光表示装
置。
【請求項６】
 前記第１フレーム周波数は、前記第２フレーム周波数よりも高い周波数であることを特
徴とする請求項５に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項７】
 前記画素は、
 有機発光ダイオードと、
 前記有機発光ダイオードに供給される電流量を制御するための駆動トランジスタを具備
することを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項８】
 前記画素は、前記駆動トランジスタの閾値電圧を補償するために複数のトランジスタを
更に具備することを特徴とする請求項７に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項９】
 外部から供給される動作制御信号に対応してフレーム周波数を変化する第１段階と、
 前記フレーム周波数と関係なく、走査信号の幅を一定に維持する第２段階と、
 前記走査信号に対応するようにデータ信号を供給する第３段階と、
 前記データ信号に対応して画素のそれぞれで所定輝度の光を生成する第４段階と
 を具備することを特徴とする有機電界発光表示装置の駆動方法。
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【請求項１０】
 第２段階では前記フレーム周波数に対応して前記走査信号間の間隔を調節することを特
徴とする請求項９に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項１１】
 前記第１段階は、
 前記動作制御信号を用いて一般の駆動モードであるか、低電力駆動モードであるかを判
別する段階と、
 前記一般の駆動モードである場合に第１フレーム周波数に設定し、前記低電力駆動モー
ドである場合には第２フレーム周波数に設定する段階と
 を具備することを特徴とする請求項９に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項１２】
 前記第１フレーム周波数は、前記第２フレーム周波数よりも高い周波数であることを特
徴とする請求項１１に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項１３】
 前記第１段階では、前記動作制御信号が一定時間入力されない時に前記低電力モードで
あると判断し、その他の場合には前記一般の駆動モードであると判断することを特徴とす
る請求項１１に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項１４】
 前記第１段階では、前記動作制御信号が一定時間入力されない時に表示される映像が動
画であるか、静止画であるかを追加で判断し、前記静止画であると判断された場合にのみ
前記低電力モードであると判断することを特徴とする請求項１３に記載の有機電界発光表
示装置の駆動方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
 本発明は、有機電界発光表示装置及びその駆動方法に関し、特にフレーム周波数が変化
してもユーザが認知できないように、輝度及び色座標を一定に維持できる有機電界発光表
示装置及びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
 最近、陰極線管（Ｃａｔｈｏｄｅ Ｒａｙ Ｔｕｂｅ）の短所である重さと体積を減らす
ことができる各種平板表示装置が開発されている。平板表示装置としては、液晶表示装置
（Ｌｉｑｕｉｄ Ｃｒｙｓｔａｌ Ｄｉｓｐｌａｙ）、電界放出表示装置（Ｆｉｅｌｄ Ｅ
ｍｉｓｓｉｏｎ Ｄｉｓｐｌａｙ）、プラズマ表示パネル（Ｐｌａｓｍａ Ｄｉｓｐｌａｙ
 Ｐａｎｅｌ）及び有機電界発光表示装置（Ｏｒｇａｎｉｃ Ｌｉｇｈｔ Ｅｍｉｔｔｉｎ
ｇ Ｄｉｓｐｌａｙ Ｄｅｖｉｃｅ）などが挙げられる。
【０００３】
 平板表示装置のうち、有機電界発光表示装置は、電子と正孔の再結合によって光を発生
する有機発光ダイオードを用いて映像を表示する。このような有機電界発光表示装置は、
速い応答速度を有すると共に、低い消費電力で駆動されるという長所がある。
【０００４】
 一般に、有機電界発光表示装置はマトリクス状に配置された画素を備える。画素のそれ
ぞれは少なくとも２つ以上のトランジスタと、１つ以上のキャパシタ及び有機発光ダイオ
ードを備える。
【０００５】
 このような画素のそれぞれは、駆動トランジスタを用いてキャパシタに充電された電圧
に対応する電流を有機発光ダイオードに供給しながら、所定輝度の映像を表示する。キャ
パシタは、走査信号が供給される期間にデータ信号に対応する電圧を充電する。
【０００６】
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 しかしながら、従来の有機電界発光表示装置の場合、フレーム周波数の変化に対応して
輝度及び色座標が変化されるという問題が生じる。詳細に説明すれば、現在、有機電界発
光表示装置では一般の駆動モードの場合、一定のフレーム周波数で駆動し、低電力駆動モ
ードの場合にはフレーム周波数を下げて消費電力を低減させる。ここで、フレーム周波数
が変化すれば、画素のそれぞれに含まれるキャパシタの電圧充電時間が変化される。この
ようにフレーム周波数に対応してキャパシタに電圧が充電される期間が変化すれば、輝度
及び色座標が変化されて表示品質が低下するという問題が生じる。
【０００７】
 特に、閾値電圧を補償するためのトランジスタを含む画素の場合、キャパシタの電圧充
電時間に対応して輝度及び色座標が急激に変化する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】大韓民国特許出願公開第２００７－００７１４９６号明細書
【特許文献２】特開第２００７－１８３５４５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
 本発明は上記事情に鑑みてなされたものであって、その目的は、フレーム周波数が変化
してもユーザが認知できないように、輝度及び色座標を一定に維持できるようにした有機
電界発光表示装置及びその駆動方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
 本発明の一構成による有機電界発光表示装置は、動作制御信号に対応して低電力駆動モ
ード又は一般の駆動モードであるか否かを判断し、判断されたモードに対応する制御信号
を生成するモード判断部と、走査線に走査信号を順次供給するための走査駆動部と、デー
タ線に前記走査信号と同期されるようにデータ信号を供給するためのデータ駆動部と、前
記走査線及びデータ線の交差部に位置する画素と、前記モード判断部から供給される前記
低電力駆動モード又は前記一般の駆動モード制御信号に対応してフレーム周波数が変化さ
れるように前記走査駆動部及びデータ駆動部を制御するタイミング制御部とを備え、前記
走査駆動部は前記フレーム周波数の変化と関係なく、前記走査信号の幅を一定に維持する
。
【００１１】
 本発明の他の構成による有機電界発光表示装置の駆動方法は、外部から供給される動作
制御信号に対応してフレーム周波数を変化する第１段階と、前記フレーム周波数と関係な
く、走査信号の幅を一定に維持する第２段階と、前記走査信号に対応するようにデータ信
号を供給する第３段階と、前記データ信号に対応して画素のそれぞれで所定輝度の光を生
成する第４段階とを具備する。
【発明の効果】
【００１２】
 本発明の有機電界発光表示装置及びその駆動方法によれば、フレーム周波数の変化と関
係なく、走査信号の幅を一定に維持するため、キャパシタの電圧充電時間がフレーム周波
数の変化と関係なく、一定に維持される。このようにキャパシタの電圧充電時間が一定に
維持されれば、フレーム周波数と関係なく一定の電圧を充電でき、これにより、輝度及び
色座標が変化することなく、均一な映像を表示できるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施形態による有機電界発光表示装置を示す図である。
【図２Ａ】フレーム周波数の変化に対応して走査駆動部から供給される走査信号を示す波
形図である。
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【図２Ｂ】フレーム周波数の変化に対応して走査駆動部から供給される走査信号を示す波
形図である。
【図３】図１に示す画素の実施形態を示す図である。
【図４】図３に示す画素の駆動方法を示す波形図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
 以下、本発明の属する技術分野において通常の知識を有する者が本発明を容易に実施で
きる好適な実施形態が添付された図１～図４を参照して詳細に説明すれば、以下の通りで
ある。
【００１５】
 図１は、本発明の実施形態による有機電界発光表示装置を示す図である。
【００１６】
 図１を参照すれば、本発明の実施形態による有機電界発光表示装置は、走査線Ｓ１～Ｓ
ｎ及びデータ線Ｄ１～Ｄｍと接続されるように位置する画素１４０を含む画素部１３０と
、走査線Ｓ１～Ｓｎ及び発光制御線Ｅ１～Ｅｎを駆動するための走査駆動部１１０と、デ
ータ線Ｄ１～Ｄｍを駆動するためのデータ駆動部１２０と、走査駆動部１１０及びデータ
駆動部１２０を制御するためのタイミング制御部１５０と、駆動モードを判別するための
モード判別部１６０とを備える。
【００１７】
 モード判別部１６０は外部から供給される動作制御信号を用いて駆動モードを判断し、
判断された駆動モードに対応する制御信号をタイミング制御部１５０に供給する。ここで
、モード判別部１６０は、外部からデータＤａｔａを追加で供給されて画素部１３０で表
示される映像を判断し、判断された映像に対応して駆動モードを追加で判断できる。
【００１８】
 例えば、モード判別部１６０は一定時間に動作制御信号（例えば、キーボードから入力
される信号）が入力されない場合、低電力駆動モードであると判断して低電力制御信号を
タイミング制御部１５０に供給し、その他の場合に一般の駆動モードであると判断して一
般の制御信号をタイミング制御部１５０に供給する。また、モード判別部１６０は、追加
で一定時間に動作制御信号が入力されない場合、データＤａｔａを用いて画素部１３０で
表示される映像を判断し、判断された映像が静止画である場合、低電力制御信号をタイミ
ング制御部１５０に供給できる。一方、モード判別部１６０は追加で一定時間に動作制御
信号が入力されず、画素部１３０で動画を表示していると判断される場合、一般の制御信
号をタイミング制御部１５０に供給できる。
【００１９】
 更に、動作制御信号が供給されない一定時間は多様に決定され得る。例えば、一定時間
はモニタが設置される環境などを考慮して実験的に決定され得る。
【００２０】
 タイミング制御部１５０は、外部から供給される同期信号に対応してデータ駆動制御信
号ＤＣＳ及び走査駆動制御信号ＳＣＳを生成する。タイミング制御部１５０で生成された
データ駆動制御信号ＤＣＳはデータ駆動部１２０に供給され、走査駆動制御信号ＳＣＳは
走査駆動部１１０に供給される。そして、タイミング制御部１５０は外部から供給される
データＤａｔａをデータ駆動部１２０に供給する。
【００２１】
 また、タイミング制御部１５０は、一般の制御信号が入力される場合、走査駆動部１１
０及びデータ駆動部１２０に第１フレーム制御信号を供給し、低電力制御信号が入力され
る場合、走査駆動部１１０及びデータ駆動部１２０に第２フレーム制御信号を供給する。
ここで、第１フレーム制御信号及び第２フレーム制御信号は、走査駆動制御信号ＳＣＳ及
びデータ駆動制御信号ＤＣＳに含まれる。
【００２２】
 走査駆動部１１０は、タイミング制御部１５０から走査駆動制御信号ＳＣＳの供給を受
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ける。走査駆動制御信号ＳＣＳの供給を受けた走査駆動部１１０は走査信号を生成し、生
成された走査信号を走査線Ｓ１～Ｓｎに順次供給する。また、走査駆動部１１０は走査駆
動制御信号ＳＣＳに応答して発光制御信号を生成し、生成された発光制御信号を発光制御
線Ｅ１～Ｅｎに順次供給する。ここで、発光制御信号の幅は走査信号の幅と同一であるか
、広く設定される。
【００２３】
 また、走査駆動部１１０は、第１フレーム制御信号又は第２フレーム制御信号に対応し
て走査信号間の間隔を制御する。詳細に説明すれば、走査駆動部１１０は第１フレーム制
御信号が入力される場合（例えば、６０Ｈｚのフレーム周波数で駆動）、図２Ａのように
、それぞれの走査信号が第１幅Ｔ１に設定され、走査信号の間が第２幅Ｔ２に設定される
ように走査線Ｓ１～Ｓｎに走査信号を供給する。そして、走査駆動部１１０は第２フレー
ム制御信号が入力される場合（例えば、４０Ｈｚのフレーム周波数で駆動）、図２Ｂのよ
うに、それぞれの走査信号が第１幅Ｔ１に設定され、走査信号の間が第３幅Ｔ３に設定さ
れるように走査線Ｓ１～Ｓｎに走査信号を供給する。ここで、第３幅Ｔ３は第２幅Ｔ２よ
りも広い幅に設定される。
【００２４】
 そして、走査駆動部１１０は、走査信号に対応するように発光制御信号の幅を制御する
。例えば、２つの走査信号と重なるように発光制御信号が供給されれば、走査駆動部１１
０は走査信号間の間隔Ｔ２又はＴ３と関係なく、２つの走査信号と重なるように発光制御
信号を供給する。
【００２５】
 上述した走査駆動部１１０はフレーム周波数の変化と関係なく、走査信号が第１幅Ｔ１
を有するように供給する。この場合、フレーム周波数の変化と関係なく、画素１４０のそ
れぞれに含まれているストレージキャパシタは一定の充電期間に設定され、これにより、
輝度及び色座標を均一に維持できる。
【００２６】
 データ駆動部１２０は、タイミング制御部１５０からデータ駆動制御信号ＤＣＳの供給
を受ける。データ駆動制御信号ＤＣＳの供給を受けたデータ駆動部１２０はデータ信号を
生成し、生成されたデータ信号を走査信号と同期されるようにデータ線Ｄ１～Ｄｍに供給
する。
【００２７】
 画素部１３０は、外部から第１電源ＥＬＶＤＤ及び第２電源ＥＬＶＳＳの供給を受けて
、それぞれの画素１４０に供給する。第１電源ＥＬＶＤＤ及び第２電源ＥＬＶＳＳの供給
を受けた画素１４０のそれぞれは、データ信号に対応する光を生成する。ここで、ｉ（ｉ
は自然数）番目の水平ラインに位置する画素１４０は、ｉ-１番目の走査線Ｓｉ-１に走査
信号が供給される期間に駆動トランジスタのゲート電極を初期化し、ｉ番目の走査線Ｓｉ
に走査信号が供給される期間に駆動トランジスタの閾値電圧及びデータ信号に対応する電
圧を充電する。
【００２８】
 一方、本発明はストレージキャパシタＣｓｔを含む全ての画素に適用可能である。即ち
、本発明はフレーム周波数と関係なく、ストレージキャパシタＣｓｔの充電時間を一定に
維持するものであって、走査信号が供給される時にデータ信号に対応する電圧を充電する
全ての画素構造に適用可能である。ただし、本発明では説明の便宜上、閾値電圧の補償の
ために広く用いられる図３の画素１４０を実施形態として含めた。
【００２９】
 図３は、図１に示す画素の実施形態を示す回路図である。図３では説明の便宜上、第ｍ
のデータ線Ｄｍ、第ｎの走査線Ｓｎ、第ｎ-１の走査線Ｓｎ-１及び第ｎの発光制御線Ｅｎ
と接続された画素を示す。
【００３０】
 図３を参照すれば、本発明の実施形態に係る画素１４０は、有機発光ダイオードＯＬＥ
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Ｄと、データ線Ｄｍ、走査線Ｓｎ-１、Ｓｎ及び発光制御線Ｅｎに接続されて有機発光ダ
イオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御するための画素回路１４２を備える。
【００３１】
 有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極は画素回路１４２に接続され、カソード電
極は第２電源ＥＬＶＳＳに接続される。ここで、第２電源ＥＬＶＳＳの電圧値は第１電源
ＥＬＶＤＤの電圧値よりも低く設定される。このような有機発光ダイオードＯＬＥＤは画
素回路１４２から供給される電流量に対応するように所定輝度の光を生成する。
【００３２】
 画素回路１４２は走査線Ｓｎに走査信号が供給される時、データ線Ｄｍに供給されるデ
ータ信号に対応して有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御する。このた
めに、画素回路１４２は第１～第６トランジスタＭ１乃至Ｍ６と、ストレージキャパシタ
Ｃｓｔとを備える。
【００３３】
 第２トランジスタＭ２の第１電極はデータ線Ｄｍに接続され、第２電極は第１ノードＮ
１に接続される。そして、第２トランジスタＭ２のゲート電極は第ｎの走査線Ｓｎに接続
される。このような第２トランジスタＭ２は、第ｎの走査線Ｓｎに走査信号が供給される
時にターンオンされて、データ線Ｄｍに供給されるデータ信号を第１ノードＮ１に供給す
る。
【００３４】
 第１トランジスタＭ１の第１電極は第１ノードＮ１に接続され、第２電極は第６トラン
ジスタＭ６の第１電極に接続される。そして、第１トランジスタＭ１のゲート電極はスト
レージキャパシタＣｓｔに接続される。このような第１トランジスタＭ１は、ストレージ
キャパシタＣｓｔに充電された電圧に対応する電流を有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給
する。
【００３５】
 第３トランジスタＭ３の第１電極は第１トランジスタＭ１の第２電極に接続され、第２
電極は第１トランジスタＭ１のゲート電極に接続される。そして、第３トランジスタＭ３
のゲート電極は第ｎの走査線Ｓｎに接続される。このような第３トランジスタＭ３は、第
ｎの走査線Ｓｎに走査信号が供給される時にターンオンされて、第１トランジスタＭ１を
ダイオード形態に接続させる。
【００３６】
 第４トランジスタＭ４のゲート電極は第ｎ-１走査線Ｓｎ-１と接続され、第１電極はス
トレージキャパシタＣｓｔの一側端子及び第１トランジスタＭ１のゲート電極に接続され
る。そして、第４トランジスタＭ４の第２電極は初期化電源Ｖｉｎｔに接続される。この
ような第４トランジスタＭ４は、第ｎ-１の走査線Ｓｎ-１に走査信号が供給される時にタ
ーンオンされて、ストレージキャパシタＣｓｔの一側端子及び第１トランジスタＭ１のゲ
ート電極の電圧を初期化電源Ｖｉｎｔの電圧に変更させる。
【００３７】
 第５トランジスタＭ５の第１電極は第１電源ＥＬＶＤＤに接続され、第２電極は第１ノ
ードＮ１に接続される。そして、第５トランジスタＭ５のゲート電極は発光制御線Ｅｎに
接続される。このような第５トランジスタＭ５は、発光制御線Ｅｎから発光制御信号が供
給されない時にターンオンされて、第１電源ＥＬＶＤＤと第１ノードＮ１を電気的に接続
させる。
【００３８】
 第６トランジスタＭ６の第１電極は第１トランジスタＭ１の第２電極に接続され、第２
電極は有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極に接続される。そして、第６トランジ
スタＭ６のゲート電極は発光制御線Ｅｎに接続される。このような第６トランジスタＭ６
は、発光制御信号が供給されない時にターンオンされて、第１トランジスタＭ１から供給
される電流を有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給する。
【００３９】
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 図４は、図３に示す画素に供給される駆動波形を示す波形図である。
【００４０】
 図４を参照すれば、まず、第ｎ-１の走査線Ｓｎ-１に走査信号が供給されて第４トラン
ジスタＭ４がターンオンされる。第４トランジスタＭ４がターンオンされれば、ストレー
ジキャパシタＣｓｔの一側端子及び第１トランジスタＭ１のゲート端子に初期化電源Ｖｉ
ｎｔの電圧が供給される。即ち、第４トランジスタＭ４がターンオンされれば、ストレー
ジキャパシタＣの一側端子及び第１トランジスタＭ１のゲート端子電圧が初期化電源Ｖｉ
ｎｔの電圧に初期化される。ここで、初期化電源Ｖｉｎｔの電圧値はデータ信号よりも低
い電圧値に設定される。
【００４１】
 その後、第ｎの走査線Ｓｎに走査信号が供給される。第ｎの走査線Ｓｎに走査信号が供
給されれば、第２トランジスタＭ２及び第３トランジスタＭ３がターンオンされる。第３
トランジスタＭ３がターンオンされれば、第１トランジスタＭ１がダイオード形態に接続
される。第２トランジスタＭ２がターンオンされれば、データ線Ｄｍに供給されるデータ
信号が第２トランジスタＭ２を経由して第１ノードＮ１に供給される。このとき、第１ト
ランジスタＭ１の電圧が初期化電源Ｖｉｎｔの電圧に設定されるため（即ち、第１ノード
Ｎ１に供給されるデータ信号の電圧よりも低く設定されるため）、第１トランジスタＭ１
がターンオンされる。
【００４２】
 第１トランジスタＭ１がターンオンされれば、第１ノードＮ１に印加されたデータ信号
が第１トランジスタＭ１及び第３トランジスタＭ３を経由してストレージキャパシタＣｓ
ｔの一側端子に供給される。ここで、データ信号はダイオード形態に接続された第１トラ
ンジスタＭ１を経由してストレージキャパシタＣｓｔに供給されるため、ストレージキャ
パシタＣｓｔにはデータ信号及び第１トランジスタＭ１の閾値電圧に対応する電圧が充電
される。
【００４３】
 ストレージキャパシタＣｓｔにデータ信号及び第１トランジスタＭ１の閾値電圧に対応
する電圧が充電された後、発光制御信号ＥＭＩの供給が中断されて第５トランジスタＭ５
及び第６トランジスタＭ６がターンオンされる。第５トランジスタＭ５及び第６トランジ
スタＭ６がターンオンされれば、第１電源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオードＯＬＥＤへ
の電流経路が形成される。この場合、第１トランジスタＭ１はストレージキャパシタＣｓ
ｔに充電された電圧に対応して第１電源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオードＯＬＥＤに流
れる電流量を制御する。
【００４４】
 ここで、画素１４０に含まれているストレージキャパシタＣｓｔにはデータ信号だけで
なく、第１トランジスタＭ１に閾値電圧に対応する電圧が追加で充電されるため、第１ト
ランジスタＭ１の閾値電圧と関係なく、有機発光ダイオードＯＬＥＤに流れる電流量を制
御できる。
【００４５】
 一方、図４の駆動波形でフレーム周波数の変化に対応して走査信号間の間隔Ｔ４のみ変
化されるだけで、走査信号の幅Ｔ１はフレーム周波数と関係なく、一定に維持される。
【００４６】
 表１は、図３に示す画素で走査信号の幅の変化に対応する輝度を示す。
【００４７】
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【表１】

【００４８】
 表１を参照すれば、フレーム周波数に対応して走査信号の幅が変化される場合、輝度が
急激に変化される。即ち、走査信号の幅の変化に対応してストレージキャパシタの充電時
間が変化し、これにより、輝度が変化される。
【００４９】
 しかしながら、本発明のようにフレーム周波数の変化と関係なく、走査信号の幅を一定
に維持する場合、輝度を一定に維持できる。即ち、フレーム周波数の変化と関係なく、ス
トレージキャパシタの充電時間が一定に設定され、これにより、輝度が均一に維持される
。
【００５０】
 以上説明したように、本発明の最も好ましい実施の形態について説明したが、本発明は
、上記記載に限定されるものではなく、特許請求の範囲に記載され、又は明細書に開示さ
れた発明の要旨に基づき、当業者において様々な変形や変更が可能なのはもちろんであり
、斯かる変形や変更が、本発明の範囲に含まれることは言うまでもない。
【符号の説明】
【００５１】
 Ｓ１～Ｓｎ：走査線
 Ｄ１～Ｄｍ：データ線
 １４０：画素
 １３０：画素部
 Ｓ１～Ｓｎ：走査線
 Ｅ１～Ｅｎ：発光制御線 
 １１０：走査駆動部
 Ｄ１～Ｄｍ：データ線
 １２０：データ駆動部
 １１０：走査駆動部
 １５０：タイミング制御部
 １６０：モード判別部
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